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無色の糸状藻 SaprochaetesaccharoPhila 
COKER et SHANOR が日本にも産すること

唐 瀬 弘 幸*・ 熊野 茂*

H. HrROSE* and S. KUMANOキ Onthe occurrence of a colorless filamentous 

alga， Sαρrochaete sacchm'oJうhilaCOKER et SHANOR in ]apan 

神戸大学法学部の丹下宗俊教授は兵庫県猪名川上流のでんぷん工j易からの排水と付近の

水稲良家との間に起きた トラフツレに関連して，1970年の 5月に現地調査におもむかれた折

の採集品の1つを私達のもとに持参され，物の何たるかの調べを依頼された。綿くすようの

もろもろの柔らかい灰色の塊りはときに薄茶色を

まじえて，糸状細菌の Sphaerotil山間tansを思

わす標本であった。しかし鏡下にζれを検した瞬

間，BOURRELL yl)から贈られた同氏と DENrZOT

共著 (1960)の別刷中の掃図がまざまざ浮び，ひ

もといていよいよこの生物が，付着部の構造を除

いた全務体の形態、に関する限り Saprochaetesa-

ccharoρhila COKER et SHANORである乙とが

わかった(第 l図)。

COKER ancl SHANOR2) (1939)が米国ノ ース

カロライナ州のざる湖で，おがくずその他ですっ

かり腐った水中産のものを記載したのが最初であ

る。その後誰人も見ないままに20有余年を経過し

た。1959年になって，アフ リカ象牙海岸の腐水中

に M.E. AD]ANOHOUNなる植物学者がこれを

第 1 図ì'&~体の集合を少しく ほぐ し 採集し， 乙の標本を精査した BOURRELLY and 

てみた姿 x35. DEN rzoTI) (1960)が当該種なる乙とを報告した。
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第2図 1本の糸状体の分枝を示す

x70 

続いて1965年に VONSTOSCH3)(1966)が独国へ

ッセン地方の湖水中で朽ち葉上に着生している本

種を報じたが，同氏は本種の培養にも成功して，

その生長の紐めて速いことをも記している。その

後5年間本種についての報告は皆無であったが，

前記の丹下教授の発見となった次第である。

本種の形態

肉眼的の外観は前述した通りであって本の

糸状体の長さは4-5棚あり ，多数の糸状体が水

中の朽葉等の地物の上に密生して流れの底一面に

拡がり繁床している。乙れを鏡下に伺うと，緑藻

シオグサ属 Cladophoraのように分校(第2図〉

しているが，Cladophoraのような粗剛さは少し

もなく極めて柔い真約ょうの藻体である。染色に

より，どの細胞も治'に l該性である乙ともf止めた。

勿論葉緑体は存しない。 主軸の細胞の巾は 15ー

20μ，長さ 100-150μ であるが，枝分かれする毎に細くなり， 最先端の校の細胞ではその

巾2-3μ，長さ40-60μで，主砲Iiに比べて極めて細くなっている。糸状体の基部から仮

根をだして地物に悶着している。

第3図主軸の分校点を示す. x270 第4図主軸細胞と，枝端の細胞と

の直径の著しい差異を示す.x270 

本藻の所 属

1核性であることと，主軸と校とが大きさも形も異なるので，緑藻綱 Chaetophora1 esの

Chaetophoraceaeに既にいれられており Stigeocloniumの近くのものとされているが，

筆者は Saprochaetaceaeなる新斜を設けるべきではないかとの考えをいだいている。
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付 記

限無色の藻"についてはPRINGSHEIM4)(1963)により立派な単行本が出版されているが

それによると，藻類の各網中には多かれ少なかれ必らず無色のメンバーをかかえており，

無色のメンバ 1:Qq種もいない網は褐藻綱だけである。日本産の無色の糸状藻としては本

種のほかにHmOSEand AKIYAMAD)(1971)が緑藻網， Cladophorales， Cladophoraceae所

属の1新属の種 Cladogoniumogishimae HIROSE et AKIYAMAを報じている。

Summary 

Saprochaete saccharophila COKER et SHANOR， a colorless ml自由釘 ofGhaetophora-

ceae of Chlorophyceae was ∞llected by Dr. M. TANGE， Profe鈎orof Agriculture of 
Kobe Univぽsityfrom a saprophytic stream along Inagawa River in Hyogo Prefecture， 

Japan. Some morphological characteri説icswere de即 i恥d.
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